
1
1
月

2
8
日

に
小

学
５

年
生

が
「

野
田

村
ふ

る
さ

と
学

習
」

を

行
い
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
作
業
体
験
で
自
分
た
ち
が
育
て
た
お
米

の
わ
ら
を
使
っ
て
正
月
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。

2024

第
166

号
1/31
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新
年

の
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拶

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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第
２

回
定

例
会

（
令

和
５

年
1
2
月

）
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…
…
…

 
ｐ
３

村
政

を
問

う
（

一
般

質
問

）
 …
…
…
…
…
…
…

 
ｐ
４

～
ｐ
９
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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

始
め
に
「
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
」
で
犠
牲
に

な
ら
れ
た
皆
様
と
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
、
心
よ
り
お

悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早

い
復
旧
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
野
田
村
で
は
大
き
な
災
害
も
な
く

穏
や
か
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
村
議
会
に
お
き
ま

し
て
は
、
定
数
十
人
に
な
っ
て
初
め
て
の
村
議
会
議

員
選
挙
が
七
月
に
行
わ
れ
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
、
議
員
一
同
、
村
民
の
皆
様
の
付
託

に
応
え
る
べ
く
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
更
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
、
明
る
く
穏
や
か
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

野
田
村
議
会
議
長　

野
田
村
議
会
議
長　

米

田

忠

一

米

田

忠

一

新年のご挨拶



※  有効期限が６月※  有効期限が６月2424日ですが、日ですが、

できるだけできるだけ２月末までに２月末までに
　 ご利用願います。　 ご利用願います。

村内全世帯を対象に、村内全世帯を対象に、
１世帯あたり１万円分の１世帯あたり１万円分の
野田村共通商品券を配布。野田村共通商品券を配布。

…………………………………
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補
正
予
算

一
般
会
計
予
算

１
億
５
８
５
２
万

　
７
０
０
０
円
増

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
８
５
２

万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
を
46
億
３
２
８
２
万
８

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
給

付
事
業
、
障
害
者
自
立
支
援

給
付
費
及
び
生
活
困
窮
者
冬

季
特
別
対
策
等
事
業
に
要
す

る
経
費
の
ほ
か
、
給
与
改
定

に
伴
う
一
般
職
給
与
費
等
の

人
件
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

12　月

定例会

　

第
２
回
野
田
村
議
会
定
例
会
が
令
和
５
年
12
月
５
日
か
ら
８
日

ま
で
の
４
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
議
案

14
件
、
報
告
１
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

主な内容

３項目

教
育
委
員
会
委
員 

再
任

　
　
　 

佐
藤 

仁
昭 

氏

　

令
和
５
年
12
月

31
日
で
任
期
満
了

と
な
る
教
育
委
員

会
委
員
に
佐
藤
仁

昭
氏
を
再
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

人
事

価格高騰緊急支援給付金給付事業価格高騰緊急支援給付金給付事業
3,894万 6,000円3,894万 6,000円

三陸鉄道運行支援負担金三陸鉄道運行支援負担金
533万 8,000円533万 8,000円

三陸鉄道運行支援負担金
533万 8,000円

住民税非課税世帯１世帯あたり住民税非課税世帯１世帯あたり
７万円を基礎として追加給付。７万円を基礎として追加給付。

燃料費高騰等に伴い経営が悪化する燃料費高騰等に伴い経営が悪化する
三陸鉄道の運行維持のための支援。三陸鉄道の運行維持のための支援。
燃料費高騰等に伴い経営が悪化する
三陸鉄道の運行維持のための支援。

……………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………

生活困窮者生活困窮者
冬季特別対策等事業冬季特別対策等事業

1,780万円1,780万円

価格高騰緊急支援給付金給付事業
3,894万 6,000円

住民税非課税世帯１世帯あたり
７万円を基礎として追加給付。

………………………………………………………

生活困窮者
冬季特別対策等事業

1,780万円
…………………………………

村内全世帯を対象に、
１世帯あたり１万円分の
野田村共通商品券を配布。

※  有効期限が６月24日ですが、

できるだけ２月末までに
　 ご利用願います。
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村政を問う
議員５人が登壇

一般質問は、村の行政事務全般（一般事務）に関し、村の所見や疑義に

ついて質問することができ、定例会でのみ（原則）行うことができます。

質問時間は、1人60分までとなっており、1つの質問につき3回ま

で 質問することができます。

質問議員（質問順）

小
お

野
の

寺
でら

 光
みつ

 男
お

 議員

丹
たん

 野
の

 和
かず

 子
こ

 議員

山
やま

 田
だ

 陽
よう

 子
こ

 議員

中
なか

 川
がわ

 　 昇
のぼる

 議員

米
まい

 田
た

 徳
とく

一
いち

郎
ろう

 議員

質　問　事　項

１ シルバー人材センター設置について

２ 自主防災組織について

３ 消防団員の支援について

１ 子育て支援について

２ 保育施設の完全給食について

３ 十府ヶ浦公園の環境整備について

４ 介護保険事業について

１ 物価高騰対策について

２ 新年度予算編成について

３ 加齢性難聴高齢者の補聴器購入支援について

４ パートナーシップ制度について

１ 住民懇談会の現状と課題について

２ 家庭ごみの収集状況と課題・対策について

３ 観光振興の現状と課題、今後の対策は

４ 村道等の現状と課題・新設について

１ 村営住宅（災害公営住宅含む）の現状と維持管理について

２ 村営住宅の確保について

３ 福祉灯油の実施について

４ 職員の給料改定について

５ 里親制度について

掲載
ページ

５

７

８

９

６
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問

高
齢
化
社
会
の
進
む
中

で
仕
事
を
求
め
る
方
や
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
方
な
ど

増
え
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
置
の

考
え
は
。

村
長

高
齢
者
等
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
の

た
め
、
現
在
村
社
会
福
祉
協
議

会
へ
委
託
す
る
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
や
、
一
次
産
業
向

け
の
紹
介
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
設
置
は
考

え
て
い
な
い
。

再
質
問

組
織
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
社
会
福
祉

向
上
へ
の
仕
組
み
づ
く
り
に
も

繋
が
る
と
思
わ
れ
、
県
内
ほ
と

ん
ど
の
市
町
村
で
設
置
さ
れ
て

い
る
現
状
か
ら
、
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
る
か
。

村
長

既
に
設
置
の
市
町
村
で

も
経
営
が
厳
し
い
と
聞

い
て
い
る
。
村
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
今
後
無
料
職
業
紹
介

事
業
の
計
画
を
進
め
る
予
定
と

伺
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業

を
村
と
し
て
応
援
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

消
防
団
員
確
保
へ
の
支
援
は

問

防
災
力
低
下
に
つ
な
が

り
か
ね
ず
、
団
員
確
保

へ
向
け
た
更
な
る
支
援
の
考
え

は
。

村
長

消
防
団
は
地
域
の
防
災

力
向
上
、
安
全
確
保
の

た
め
に
必
要
な
組
織
で
あ
り
、

人
員
の
確
保
が
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。
消
防
関
係
者
の
意
見

等
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

再
質
問

団
員
確
保
の
た
め
、国
・

県
が
実
施
す
る
「
消
防

団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」、

「
い
わ
て
消
防
団
応
援
の
店
登

録
事
業
」
な
ど
特
典
や
割
引
等

の
支
援
事
業
を
、
村
で
も
考
え

る
べ
き
で
は
。

村
長

現
在
、
村
で
は
実
施
し

て
い
な
い
が
国
・
県
の

事
業
も
検
討
し
な
が
ら
、
近
隣

市
町
村
の
状
況
や
若
い
人
達
の

意
見
も
伺
い
な
が
ら
支
援
の
検

討
を
進
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

Ｑ �

新
た
な
自
主
防
災
組
織
設

置
は
。

Ａ �
現
在
５
団
体
組
織
化
だ
が

今
後
も
増
や
す
よ
う
努
力

し
た
い
。

シルバー人材センター設置

 高齢者の生きがい対策を

村長　委託事業で対応する
小野寺 光男 議員

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
置
は

威風堂々の消防出初式



 維持管理の適正と戸数の確保を

村長　長寿命化対策と新築を計画中

問

村
営
住
宅
の
現
状
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

基
準
は
あ
る
か
。

村
長

村
営
住
宅
は
一
戸
建
平

屋
95
戸
、
連
棟
が
16
棟

35
戸
計
１
３
０
戸
で
あ
る
。
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は
10
年
程
度
を
目

途
に
外
壁
等
の
塗
装
工
事
を
実

施
し
、
軽
微
な
修
繕
は
随
時
実

施
し
て
長
期
間
使
用
で
き
る
よ

う
計
画
的
に
対
応
し
て
い
る
。

問

村
営
住
宅
は
高
齢
者
世

帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
に

と
っ
て
大
切
な
存
在
で
あ
る
。

長
期
計
画
を
た
て
、
村
営
住
宅

の
確
保
が
で
き
る
よ
う
な
施
策

が
必
要
で
は
。

村
長

東
日
本
大
震
災
後
に
建

設
さ
れ
た
災
害
公
営
住

宅
は
同
時
期
に
修
繕
等
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
国
庫
補
助

や
村
営
住
宅
整
備
等
基
金
等
を

活
用
し
て
、
計
画
的
に
維
持
管

理
を
行
い
、
住
宅
の
長
寿
命
化

を
図
る
よ
う
取
り
組
む
。
な
お
、

災
害
公
営
住
宅
等
が
空
い
て
い

る
も
の
を
村
営
住
宅
と
し
て
活

用
し
て
い
る
が
、
将
来
に
向
け

て
住
宅
の
整
備
は
必
要
と
考
え

て
お
り
、
令
和
７
年
度
ぐ
ら
い

を
目
途
に
新
築
を
計
画
し
て
い

る
。問

福
祉
灯
油
は
ど
の
よ
う

な
内
容
で
実
施
予
定
か
。

ま
た
、
助
成
時
期
は
い
つ
頃
か
。

村
長

本
村
で
は
県
が
実
施
す

る
高
齢
者
世
帯
や
障
害

者
世
帯
及
び
非
課
税
世
帯
等
に

１
世
帯
当
た
り
７
千
円
を
支
給

す
る
事
業
に
対
し
て
、
対
象
世

帯
の
拡
大
と
金
額
の
上
乗
せ
を

行
い
、
全
世
帯
に
１
世
帯
当
た

り
１
万
円
分
の
商
品
券
を
支
給

す
る
。
支
給
時
期
は
12
月
下
旬

か
ら
商
品
券
を
支
給
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問

里
親
制
度
に
つ
い
て
、

里
親
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
は
多
く
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
野
田
村
に
里
親
は
あ
る

か
。
ま
た
、
村
民
に
里
親
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、

広
報
な
ど
の
お
知
ら
せ
か
ら
、

も
う
一
歩
進
ん
だ
活
動
は
で
き

な
い
か
。

村
長

里
親
制
度
に
つ
い
て
は
、

里
親
受
託
率
の
向
上
に

向
け
て
、
村
広
報
や
文
化
祭
で

の
周
知
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
本
村
に
は
里
親

登
録
者
は
い
な
い
。
今
後
と
も

里
親
制
度
の
紹
介
に
取
り
組
み
、

出
前
講
座
や
制
度
説
明
会
の
積

極
的
な
周
知
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
中
で
里
親
に
興
味
を
持
っ

た
方
が
出
て
き
た
場
合
に
は
、

支
援
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。
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【
そ
の
他
の
質
問
】

・
職
員
の
給
料
改
定
に
つ
い
て

丹 野　 和 子 議員

村営住宅

　里親制度ＰＲコーナー（村文化祭展示部門）



問

村
で
は
３
歳
児
健
診
で

「
言
葉
の
遅
れ
」
の
指

導
が
必
要
な
児
童
に
対
し
、
年

２
回
の
巡
回
児
童
相
談
を
実
施

し
て
い
る
が
、
実
施
状
況
と
就

学
前
か
ら
の
専
門
指
導
員
の
早

期
拡
充
対
応
の
必
要
性
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

村
長

経
過
観
察
が
必
要
な
児

童
に
つ
い
て
は
、
相
談

支
援
専
門
員
と
村
保
健
師
に
よ

る
定
期
的
な
保
育
所
訪
問
に
よ

る
確
認
や
県
立
療
育
セ
ン
タ
ー

の
巡
回
相
談
等
を
活
用
し
対
応

し
て
い
る
。
相
談
支
援
専
門
員

の
設
置
は
、
対
応
に
迫
ら
れ
る

児
童
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
現

段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

保
育
所
の

　

完
全
給
食
を
望
む

問

保
護
者
か
ら
完
全
給
食

を
望
む
声
が
あ
る
が
、

今
後
完
全
給
食
に
す
る
考
え
は
。

村
長

３
歳
児
以
上
の
主
食
を

提
供
す
る
か
ど
う
か
は

運
営
者
側
の
事
情
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
護
者
の
方
々
と
も
話

し
合
っ
て
い
た
だ
く
事
が
大
切

だ
と
考
え
る
。

遊
具
広
場
等
へ

保
安
灯
や
フ
ェ
ン
ス
を

問

十
府
ヶ
浦
公
園
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
、
遊
具

の
あ
る
広
場
と
バ
ス
ケ
ッ
ト

コ
ー
ト
側
の
駐
車
場
に
、防
犯
・

安
全
の
面
か
ら
、
保
安
灯
や

フ
ェ
ン
ス
の
整
備
が
必
要
で
は
。

村
長

遊
具
広
場
等
の
夜
間
利

用
は
想
定
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
保
安
灯
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
。
又
バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
側
の
駐
車
場
の
フ
ェ

ン
ス
に
つ
い
て
も
バ
リ
ケ
ー
ド

で
車
の
侵
入
は
で
き
な
い
対
策

を
し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
際

の
利
用
も
考
慮
し
、
現
状
で
の

利
用
と
し
た
い
。

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
向
け
て

問

第
８
期
介
護
保
険
事
業

計
画
は
今
年
度
で
終
了

と
な
る
。
第
８
期
介
護
保
険
事

業
の
２
０
２
５
年
度
を
見
据
え

た
施
策
の
推
進
状
況
「
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
」
の
状
況
は
。

▼�

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
：
生
活

援
助
等
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

村
長

村
社
会
福
祉
協
議
会
や

野
田
地
域
福
祉
事
業
所

あ
づ
び
に
お
い
て
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
利
用
状
況
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。

問

第
８
期
介
護
保
険
事
業

の
課
題
と
第
９
期
介
護

保
険
事
業
計
画
へ
の
取
組
み
は
。

村
長

介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
高
齢
者
の
み
世
帯

へ
の
支
援
が
必
要
な
ほ
か
、
地

域
で
の
見
守
り
等
の
強
化
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制

強
化
と
訪
問
活
動
を
推
進
す
る
。

問

第
９
期
の
介
護
保
険
料

の
見
通
し
は
。

村
長

現
行
の
基
準
月
額
６
１

６
０
円
は
増
額
す
る
見

込
み
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

議会だより　のだ　№ 166 －⑦

 通年で専門支援員の対応を

村長　現段階では考えていない
山 田　 陽 子 議員

子育て支援

野田村保育所

十府ヶ浦公園　　▲バスケットコート側



 村の取り組みは

村長　国の交付金を活用し対策を講じる

議会だより　のだ　№ 166 －⑧

物価高騰対策

中 川 　 昇 議員

問

国
の
総
合
経
済
対
策
で
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
等

へ
の
支
援
が
決
定
し
た
が
、
給

付
金
を
年
内
に
支
給
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

村
長

国
は
食
料
品
等
の
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
た

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し
、
地

方
公
共
団
体
が
必
要
な
支
援
を

行
え
る
よ
う
、
重
点
支
援
地
方

交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
年
内
に
支
給
で
き
る

よ
う
準
備
し
て
い
く
。

問

地
方
公
共
団
体
独
自
の

物
価
高
謄
対
策
を
進
め

る
財
源
と
な
る
「
重
点
支
援
地

方
交
付
金
」
を
活
用
し
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）
代
支

援
や
学
校
給
食
の
質
の
確
保
費

用
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

の
発
行
等
の
対
策
が
必
要
と
考

え
る
が
。

村
長

学
校
給
食
費
等
支
援
事

業
や
生
活
困
窮
者
冬
季

特
別
対
策
等
事
業
な
ど
計
５
事

業
を
実
施
す
る
。

新
年
度
予
算
編
成
方
針
は

問

村
内
７
地
区
で
開
催
さ

れ
た
住
民
懇
談
会
の
要

望
等
を
村
政
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
新
年
度
の

予
算
編
成
に
当
た
り
、
ど
の
よ

う
に
応
え
て
い
く
か
。

村
長

野
田
小
学
校
建
設
事
業

等
の
実
施
に
よ
る
基
金

残
高
の
減
少
や
村
債
の
対
応
な

ど
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込

ま
れ
る
。
事
業
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
地
域
の
要
望
等
を
精

査
し
、「
野
田
村
総
合
計
画
」
等
、

政
策
の
優
先
度
、
緊
急
度
に
応

じ
財
源
の
活
用
に
努
め
て
い
く
。

補
聴
器
購
入
支
援
を

問

補
聴
器
は
加
齢
性
難
聴

に
悩
む
高
齢
者
の
「
聞

こ
え
」
を
補
い
、
日
常
生
活
を

支
え
て
い
る
。
難
聴
を
放
置
す

れ
ば
孤
立
化
や
認
知
症
の
リ
ス

ク
が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

高
齢
社
会
が
進
行
す
る
中
、
自

分
ら
し
く
社
会
参
加
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
補
聴
器
購
入
へ
の
支

援
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

村
長

障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
と
な
ら
な
い
軽
度
・

中
等
度
の
方
に
対
す
る
補
聴
器

購
入
へ
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を

図
る
観
点
か
ら
、
他
の
市
町
村

の
状
況
等
を
見
極
め
な
が
ら
判

断
し
て
い
く
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
導
入
を

問

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
は
、
全
国
で
導
入
が

始
ま
り
県
内
自
治
体
で
も
導
入

に
向
け
た
動
き
が
見
ら
れ
る
。

行
政
や
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
を
配

偶
者
や
生
計
同
一
者
と
同
等
に

受
け
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
本
村
で
も
導
入

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

村
長

こ
の
制
度
は
多
様
な
性

的
指
向
へ
の
理
解
の
推

進
を
含
め
、
誰
も
が
生
き
や
す

い
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
制
度
導
入
に
あ

た
っ
て
は
、
地
域
の
状
況
を
把

握
し
た
う
え
で
、
導
入
に
向
け

た
課
題
を
整
理
し
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

完成が期待される野田小学校建設現場

交流物産等複合施設予定地
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 今後の方向性は

村長　現在の開催方法を継続
米田 徳一郎 議員

問

住
民
懇
談
会
が
「
地
域

の
課
題
・
意
見
を
村
政

に
反
映
さ
せ
る
」
と
い
う
趣
旨

に
沿
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
今
後
の
方
向
性
は
。

村
長

本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
以

来
の
方
法
を
継
続
す
る

か
た
ち
で
、
地
域
要
望
を
書
面

で
取
り
ま
と
め
、
対
面
で
の
開

催
希
望
の
意
向
を
確
認
し
希
望

の
あ
っ
た
地
区
に
出
向
い
て
開

催
し
た
。
要
望
に
つ
い
て
は
、

庁
内
で
情
報
共
有
、
精
査
し
、

対
応
可
能
な
も
の
か
ら
順
次
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
住
民

懇
談
会
は
直
接
、
地
域
の
課
題

や
要
望
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
大
変
有
意
義
な
機
会
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
地
域
の
負

担
等
を
考
慮
し
な
が
ら
継
続
し

て
い
き
た
い
。

問

文
書
及
び
地
域
で
の
開

催
希
望
を
し
た
内
訳
は
。

村
長

地
域
開
催
の
要
望
は
、

７
地
区
。
ま
た
文
書
の

み
で
の
要
望
地
区
は
４
地
区
で

あ
る
。

フ
リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
な
ど
を
検
討
中

問

家
庭
ご
み
の
収
集
回
数

に
つ
い
て
、
今
な
お
、

不
公
平
と
の
声
が
あ
る
が
。

村
長

近
年
の
家
庭
系
ご
み
排

出
量
は
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
人
口
減
少
と
必
ず

し
も
一
致
し
な
い
状
況
で
あ
る
。

以
前
は
、
集
積
所
の
箇
所
数
及

び
人
口
か
ら
排
出
量
が
多
く
、

集
積
所
に
収
納
し
き
れ
な
い
場

合
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
週
２
回

収
集
す
る
地
域
が
設
定
さ
れ
た
。

現
時
点
で
は
現
状
と
相
違
し
て

い
る
箇
所
も
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
、
地
区
に
よ
っ
て

収
集
回
数
が
異
な
る
こ
と
が
不

公
平
感
に
つ
な
が
る
と
も
感
じ

て
い
る
。
収
集
回
数
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
ご
み
集
積
所
を

巡
回
し
排
出
状
況
の
確
認
を
行

う
ほ
か
、
委
託
業
者
や
受
け
入

れ
先
の
久
慈
広
域
連
合
か
ら
現

状
の
聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
実

態
の
把
握
と
改
善
に
向
け
た
協

議
を
行
っ
て
い
く
。

三
沿
道
開
通
後
の　

観
光
振
興
の
実
態
は

問

三
陸
沿
岸
道
路
開
通
か

ら
２
年
を
迎
え
る
が
、

開
通
後
の
入
込
状
況
、
資
源
の

掘
り
起
こ
し
は
。

村
長

地
元
の
宿
応
援
割
事
業
、

認
知
度
向
上
事
業
等
に

よ
り
観
光
客
の
誘
客
や
情
報
発

信
に
取
り
組
ん
で
き
た
ほ
か
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据

え
た
観
光
施
設
の
改
修
な
ど
も

実
施
し
て
き
た
。
現
在
は
、
三

陸
沿
岸
道
路
の
開
通
に
よ
る
交

通
環
境
の
変
化
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
の
増
大
な
ど
、
国
内
外

に
お
い
て
人
流
の
活
発
化
が
見

て
と
れ
る
状
況
で
あ
る
。
本
村

に
お
い
て
も
震
災
後
に
生
ま
れ

た
様
々
な
つ
な
が
り
を
生
か
し

た
独
自
の
取
り
組
み
も
積
極
的

に
進
め
て
い
る
。
現
在
は
、
震

災
学
習
や
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ

イ
ル
を
き
っ
か
け
に
本
村
を
訪

れ
る
学
校
や
企
業
・
団
体
が
増

加
か
つ
広
域
化
し
て
お
り
、
時

代
の
変
化
を
適
切
に
捉
え
な
が

ら
、
観
光
振
興
や
人
的
交
流
を

進
め
て
い
く
。

村
道
な
ど
の　
　
　
　

現
状
と
課
題
・
新
設
は

問

東
日
本
大
震
災
大
津
波

で
消
滅
し
た
村
道
松
原

線
の
復
旧
は
。

村
長

東
日
本
大
震
災
大
津
波

で
被
災
し
た
防
潮
堤
の

復
旧
事
業
と
調
整
し
、
起
点
を

現
在
の
北
側
に
変
更
し
現
道
に

接
続
す
る
形
で
復
旧
し
た
。

問

明
内
中
平
線
を
旧
県
道

か
ら
横
断
し
て
新
県
道

へ
接
続
す
る
新
道
の
整
備
を
。

村
長

三
陸
沿
岸
道
路
の
開
通

に
よ
り
、
各
路
線
の
利

用
状
況
に
変
化
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
整
備
さ
れ
る
施
設
の

完
成
後
も
ふ
ま
え
て
、
利
用
状

況
等
の
推
移
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。

住民懇談会

和野平・沢山地区

▼米田中央ステーション

▲北区のステーション
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主な議会の動き
●10月●

５日　県政（岩手県議会）に対する要望活動（盛岡市） …………………………………… 議長、副議長
11日～13日　北部地区町村議会議長会行政視察研修（三重県、滋賀県）………………… 議長、副議長
11日　埼玉県狭山市議会「健政会」行政視察受入 …………………………………… 総務教民常任委員長
12日　愛知県瀬戸市議会「自民新政クラブ」行政視察受入 ……………………………… 産業常任委員長
16日　野田村村政調査会（10月定例会）・議員研修会
20日　委員長研修会（盛岡市） …………………………………… 総務教民常任委員長、産業常任委員長
31日～11月２日　政務調査会研修会（長野県） ………………………………………………………… 議長

●11月●
９日～10日　広報担当者研修会（花巻市）………………………………………………………… 議員５名
14日　野田村村政調査会（11月定例会）
24日　町村議会新議員研修会（盛岡市） …………………………………………………………… 議員２名
28日～29日　政務調査会研修会・町村議会議長全国大会（東京都）……………………… 議長、副議長
30日　久慈地区市町村議会連絡協議会定例総会 ……………………………………………… 議長、副議長

●12月●
１日　議員全員協議会・議会運営委員会
５日～８日　第２回野田村議会定例会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 など

村内視察

議員研修会

▲埼玉県狭山市議会「健政会」様

▲愛知県瀬戸市議会「自民新政クラブ」様１2月５日、産業常任委員会の委員４名で

観光施設等の視察を行いました。

１0月16日、岩手県町村議会議長会の米田武美

参与を講師に、「一般質問等について」の講話

をいただきました。

▲十府ヶ浦公園海浜活動広場改良事業予定地

　観光客が気軽に十府ヶ浦からの海を楽しめる
　よう駐車場整備される予定です。

Ｒ５年５月～10月までに約700人の利用がありました。

みちのく潮風トレイ

ルのコースに隣接し

たキャンプ場として、

通年にわたり利用者

が訪れるなど説明を

受け、村にとって貴

重な施設であると再

認識しました。

▼玉川野営場

行政視察の受け入れ

10
月
11
日
、
埼
玉
県
狭
山
市
議
会
。
10
月
12
日
、
愛

知
県
瀬
戸
市
議
会
で
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

状
況
等
に
つ
い
て
」
行
政
視
察
に
来
村
さ
れ
ま
し
た
。
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議案番号 議案名・議案内容 議決結果

報告第１号 公用車の運行管理瑕疵に係る損害賠償事件に関する専決処分の報告について ―

議案第１号
令和５年度野田村一般会計補正予算（第４号）
➡予算総額に歳入歳出それぞれ１億5,852万7,000円を追加し、総額を46億3,282万8,000
円とするもの

可決
（賛成全員）

議案第２号
令和５年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
➡予算総額に歳入歳出それぞれ1,908万3,000円を追加し、総額を５億4,172万4,000円と
するもの

議案第３号
令和５年度野田村簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
➡予算総額に歳入歳出それぞれ54万8,000円を追加し、総額を１億6,502万2,000円とす
るもの

議案第４号 令和５年度野田村国民宿舎事業特別会計補正予算（第２号）
➡予算総額に歳入歳出それぞれ298万円を追加し、総額を2,699万7,000円とするもの

議案第５号
野田村簡易水道事業及び野田村下水道事業の設置等に関する条例
➡簡易水道事業及び下水道事業の企業会計への移行に伴い、新たに各事業の設置について
定めようとするもの

議案第６号
野田村印鑑条例の一部を改正する条例
➡移動端末設備（スマートフォン）を利用した印鑑登録証明書の交付を可能とするため、
所要の改正をしようとするもの

議案第７号 特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
➡県の例に準じて、期末手当の支給割合を改定しようとするもの

議案第８号 野田村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
➡県の例に準じて、期末手当の支給割合を改定しようとするもの

議案第９号

一般職の職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を
改正する条例
➡県の例に準じて、給料月額並びに期末手当及び勤勉手当の支給割合を改定しようとする
もの

議案第10号
会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例
➡県の例に準じて、期末手当の支給割合を改定し、勤勉手当を支給することとしようとす
るもの

議案第11号 野田村国民健康保険税条例の一部を改正する条例
➡健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の改正をしようとするもの

議案第12号 督促手数料廃止に伴う関係条例の整理に関する条例
➡村の債権に係る督促手数料を廃止しようとするもの

議案第13号 野田村過疎地域持続的発展計画を変更することに関し議決を求めることについて
➡新たな事業を追加するため、同計画を変更しようとするもの

議案第14号 教育委員会の委員の任命に関し同意を求めることについて
➡委員に任命することについて議会の同意を求めるもの

同意
（賛成全員）

※議長は採決に加わらない

第２回定例会   1２月５日～1２月８日

廣内 和之 前議長古舘 幹男 前議員

議案一覧
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問題

①   2 人
②   5 人
③ 10 人

一般質問した議員は
何人でしょう？

【前号の答え】 ② 10人
【当選者】 宇部和行 さん、尾崎櫻子 さん

  正解者の中から抽選で３名の方に「野田村共通商品券」をプレゼント！
【応募方法】
　 　はがきやＦＡＸなどで、答え、住所、氏名（ふりが

な）、年齢、連絡先を記入してご応募ください。応募は
１人１通までとし、匿名での応募は受け付けません。

　　議会だよりに対するご意見もお待ちしております。
【応 募 先】
　　〒028‐8201　九戸郡野田村大字野田20－14
　　野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで。
　　ＦＡＸの場合は 0194‐78‐3995 まで
【締め切り】２月15日消印有効。
【当選発表】次回号で当選者（特に断りが無い限り氏名）
　　　　　　を発表します。

「目指せ！県大会優勝」

議会だより のだ 発行日　令和６年１月31 日No.166

　12 月 26 日スポ少のバレーボールチーム「ルーキーズ」の練習
にお邪魔しました。監督の小野寺勝さんや保護者の皆さん、子ども
達から、野田村に対する声やチーム目標など伺いました。
　「明るく元気なチームづくりをスローガンに、小学１年生から６
年生までの 15 人で週３日間練習しています。」とのことでした。
ご協力ありがとうございました。明るく元気な子ども達、ケガをせ
ず目標達成へ頑張ってください。

★村へ子ども達からの声★
・新しい用具（ネット、ポールカバー）
・ユニフォーム
・年数回のバレーボール教室
・県大会遠征の補助金
・村内の暗い場所の防犯灯

（怖い場所がある）
・新しい体育館

●発行責任者　　野田村議会議長
●編集　野田村議会広報編集委員会
　　　　〒028‐8201　岩手県九戸郡野田村大字野田20‐14
　　　　TEL.0194‐78‐2934   FAX.0194‐78‐3995

ホームページ　http://www.vill.noda.iwate.jp/
Ｅメール　gikai_jimukyoku@vill.noda.iwate.jp

●印刷　有限会社マルニ印刷

★ルーキーズ★

がんばる野田っ子
▶
こ
の
日
、
練
習
中
の
皆
さ
ん
と
　
　


